
大学入試センターにおいて調査研究したPCIについて

大学入試センターでは、CBT での「情報Ⅰ」の出題に関する調査研究の中で、PCIについても
調査研究し、「情報Ⅰ」の問題をCBTプラットフォーム「TAO」などで出題できるよう、以下
の３種類のモジュールを開発した（https://github.com/rdncueeにおいて公開。）。

*PCI：TAOなど QTI (Question & Test Interoperability)規格に準拠したCBTシステムにおいて情報技術を
利活用する試験問題や独自形式の試験問題を導入するための取り決め。

ドラッグ・アンド・
ドロップで短冊を
並び替えて解答する。

①プログラミング問題PCIモジュール
指定した内容のプログラムを「短冊」の並び替えにより構築させるといった問題形式によりプロ

グラミング問題を出題する。

②散布図PCIモジュール
TAO の解答画面で散布図を作成し、その散布図、回帰直線及び相関係数等を基に試験問題に解

答させる。

③クロス集計PCIモジュール
TAO の解答画面でクロス集計を行い、その集計結果を基に試験問題に解答させる。

プログラム実行エリア
で作成したプログラムを
実行し、結果を確認する
こともできる。

受験者がクロス集計表
の縦・横項目を選び、
集計する項目や演算を
選択する。

受験者が散布図の縦・横項目を
選択する。

作成した散布図の回帰直線や
相関係数等を表示させることも
できる。

クロス集計した結果をグラフ化
することもできる。

付録１

（注）今回公表するPCIモジュールは大学入試センターが実施した調査研究の成果物であり、確実な動作を保証するものではありません。


